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〈今治歴史散歩〉

第
二
十
二
回

　

来
島
海
峡
を
に
ら
む
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　

現
在
、
来
島
海
峡
を
通
航
す
る
船
舶
は
、
一
日
平
均
約

五
百
隻
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
海
上
交
通
管
制
を
行
う
海
上

保
安
庁
（
国
土
交
通
省
）
の
施
設
が
来
島
海
峡
海
上
交
通
セ

ン
タ
ー
で
、
来
島
マ
ー
チ
ス
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
海
上
交
通

セ
ン
タ
ー
は
海
道
の
要よ
う

衝し
ょ
うに

立
地
す
る
た
め
、
東
京
湾
・
大

阪
湾
・
伊
勢
湾
な
ど
全
国
に
七
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
来

島
マ
ー
チ
ス
は
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
一
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
、
来
島
海
峡
の
海
難
事
故
防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

●
来
島
マ
ー
チ
ス
と
相
の
谷
古
墳

　

来
島
マ
ー
チ
ス
は
、伊
賀
山
丘
陵
の
標
高
五
五
㍍
に
位
置
し
、

管
制
塔
の
高
さ
は
五
五
㍍
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
つ
く
る

際
、
人
骨
を
と
も
な
う
古
墳
が
発
掘
さ
れ
て
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
同
丘
陵
は
今
治
市
内
で
も
古
墳
が
集
中
す
る
場
所
の

一
つ
で
知
ら
れ
、
来
島
マ
ー
チ
ス
か
ら
少
し
歩
け
ば
、
全
長

約
八
〇
㍍
と
約
五
三
㍍
の
前
方
後
円
墳
に
出
会
え
ま
す
。
こ

れ
が
愛
媛
県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
の
相あ
い

の
谷た

に

一
号
墳
と
同

二
号
墳
で
す
。

　

相
の
谷
一
号
墳
の
存
在
が
明
か
ら
と
な
っ
た
の
は
昭
和

四
〇
（
一
九
六
五
）
年
の
こ
と
で
、
正
岡
睦
夫
氏
が
発
見
し

ま
し
た
。
宅
地
造
成
で
丘
陵
周
辺
の
木
々
が
伐
採
さ
れ
た
際
、

予
讃
線
の
車
窓
か
ら
古
墳
の
輪
郭
が
現
れ
た
の
で
す
。
愛
媛

県
教
育
委
員
会
で
は
、
同
四
十
一
年
三
月
（
後
円
部
）
と

四
十
二
年
三
月
（
前
方
部
）
に
緊
急
調
査
を
実
施
し
、
一
号

墳
が
葺ふ
き

石い
し

を
と
も
な
う
二
段
築
盛
の
前
方
後
円
墳
と
分
か
り

ま
し
た
。
後
円
部
の
竪
穴
式
石せ
っ

槨か
く

か
ら
は
青
銅
鏡
が
二
枚
、

丘
陵
か
ら
は
多
く
の
埴は
に

輪わ

片
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

青
銅
鏡
は
中
国
後
漢
時
代
の
禽き
ん

獣
じ
ゅ
う

画が

象ぞ
う

鏡
と
国
産
の
ダ

龍り
ゅ
う（
獣

じ
ゅ
う

紋も
ん

）
鏡
で
、
政
治
的
権
威
の
裏
づ
け
と
な
る
威い

信し
ん

財ざ
い

で
し
た
。
こ
れ
と
朝
顔
形
埴
輪
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
畿
内
政

権
と
の
関
係
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
築
造

は
古
墳
時
代
前
期
の
三
世
紀
半
ば
か
ら
四
世
紀
後
半
に
推
定

さ
れ
ま
す
が
、
被
葬
者
は
謎
の
ま
ま
で
す
。
な
お
、
二
号
墳

に
つ
い
て
は
未
調
査
で
、
一
号
墳
の
出
土
遺
物
は
現
在
、
愛

媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
（
西
予
市
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
の
谷
一
号
墳
の
場
所
は
、
最
も
高
い
後
円
部
墳
丘
が
標

高
六
〇
㍍
で
す
。
地
元
で
は
そ
こ
を
コ
モ
ン
ジ
山
と
称
し
、

海
峡
航
路
か
ら
見
る
と
針
路
変
更
の
目
安
（
山や
ま

立だ
ち

）
に
な
り

そ
う
な
場
所
で
す
。
被
葬
者
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
を
意
識
し

た
築
造
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
墳
か
ら
は
中
世
遺
物

も
多
く
見
つ
か
り
、
土
器
は
湯ゆ

築づ
き

城
跡
（
松
山
市
）
出
土
の

も
の
と
類
似
し
ま
す
。
実
際
、
こ
の
丘
陵
か
ら
麓
海
岸
の
城
じ
ょ
う

慶け
い

寺じ

一
帯
は
、
河
野
氏
や
来
島
村
上
氏
が
使
用
し
た
小
湊
（
小

湊
山
）
城
跡
と
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
原げ
ん

文も
ん

書じ
ょ

で
も
確
認
で
き

ま
す
。

　

小
湊
城
の
あ
る
大
浜
浦
は
、
来
島
村
上
氏
の
来
島
城
下
と

●
小こ

湊み
な
と

城
と
大
浜
灯
台

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
二
十
二
回

は
、
来
島
海
峡
に
臨
む
伊い

賀が

山や
ま

丘
陵
で
、
古

代
か
ら
近
現
代
に
わ
た
っ
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

機
能
を
果
た
し
た
史
跡
・
施
設
を
歴
史
散
歩

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

相の谷１号墳［『今治市相の谷１号墳出土遺物』（愛媛県歴史文化博物館／平成19年）図版より］
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ど
の
新
田
開
発
が
相
つ
い
だ
こ
と
で
、
し
だ
い
に
そ
の
機
能

を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
小
湊
城
が
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
海
上
交
通
管
制
の

機
能
が
、近
代
に
復
活
し
ま
す
。
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）

年
四
月
一
日
、
伊
賀
山
丘
陵
の
中
腹
に
大
浜
灯
台
が
初
点
灯

し
、
同
時
に
小
島
沖
の
コ
ノ
瀬
灯と
う

標ひ
ょ
うも
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
大
浜
灯
台
は
、
明
治
期
の
灯
台
の
多
く
が
石せ
き

造ぞ
う

で
あ
る

の
に
対
し
て
、鉄
骨
造
の
構
造
で
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
先
、

同
三
十
三
年
四
月
二
十
日
に
は
中な
か

渡と

島し
ま

灯
台
が
初
点
灯
し
ま

す
。
当
時
、
航
路
標
識
の
整
備
は
逓て
い

信し
ん

省
の
所
管
で
、
重
要

な
航
路
か
ら
優
先
し
て
洋
式
灯
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今

治
地
方
で
は
、
布め

刈か
り

瀬
戸
八
灯
台
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
た

大お
お

下げ

島し
ま

灯
台
が
最
初
で
す
（
明
治
二
十
七
年
五
月
十
五
日
初

点
灯
）。
来
島
海
峡
の
近
代
航
路
整
備
は
、
大
浜
・
コ
ノ
瀬
・

中
渡
島
の
三
灯
台
が
鼎て
い

立り
つ

す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
浜
灯
台
は
失
わ
れ
、
こ
れ
と
の
交
代
で
昭
和

三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に
新
設
さ
れ
た
灯
火
式
潮
流
信
号

塔
も
解
体
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
能
は
、
平
成

二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
か
ら
来
島
マ
ー
チ
ス
に
集
約

さ
れ
ま
し
た
。
管
制
塔
を
耐
震
補
強
し
、
新
た
に
設
置
し
た

電
光
表
示
板
で
潮
流
情
報
を
通
航
船
舶
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
中
渡
島
潮
流
信
号
所
の
腕
木
式
信
号
機
も
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
地
元
住
民
グ
ル
ー

プ
「
し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
」
に
よ
っ
て
、

相
の
谷
古
墳
の
清
掃
活
動
が
始
ま
り
、
墳
丘
の
見
学
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
小
湊
城
跡
も
、
村
上
海
賊
の
海
城
と
し
て

脚
光
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

伊賀山丘陵全景（写真／来島海峡海上交通センター提供）

ありし日の大浜灯台（絵葉書より）

し
て
、
戦
国
時
代
末
期
に
河
野
・
毛
利
連
合
軍
の
焼
き
打
ち

に
遭
い
ま
す
（
一
五
八
二
年
／
村
上
文
書
）。
そ
の
後
、
豊

臣
政
権
下
で
伊
予
国
の
不
要
な
城
郭
が
取
り
壊
し
を
命
ぜ
ら

れ
る
な
か
、
小
湊
城
は
存
続
さ
せ
る
一
〇
城
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
（
一
五
八
六
年
／
浦
家
文
書
）。
こ
の
た
め
、

後
に
藤
堂
高
虎
が
今
治
城
の
築
城
を
進
め
る
な
か
で
〝
繫つ
な

ぎ

の
城
〟
と
し
て
こ
れ
を
重
視
し
て
い
ま
す
（
高
山
公
実
録
）。

小
湊
は
、
も
と
も
と
港
湾
施
設
を
と
も
な
う
来
島
海
峡
の
拠

点
（
今い
ま

治は
り

津の
つ

？
）
で
し
た
が
、
周
辺
で
湊
新
田
・
大
新
田
な

来島海峡海上交通センター

相の谷１号墳

小湊城跡

大浜灯台（大浜潮流信号所）跡




